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宿泊施設

私が考える官・民一体の「道の駅」構想
交通の要衝として「道の駅」を拠点に、専門職大学とも連携した魅力ある地域づくり

　新庄 IC（南北＋東西）の将来予想交通量は、
平成27年の約25,000台/日が 令和12年に約
40,000台/日となり、これは天童から山形にか
けてのR13の交通量に匹敵します。

想定される「道の駅」施設規模
（中核施設）

◦道路情報提供施設
◦休憩施設（温泉・宿泊等）
◦24時間利用可能なトイレ
◦駐車場

※将来予想交通量から算出した場合
普通車約1,000台  大型車約300台

◦地域振興施設（物販・レストラン・産直等）

　電気自動車の普及や、自動運転による
貨物運送の実用化を見越したエネルギー
スタンド、トラック・ターミナル（物流基地）
等を整備

新庄・最上地域を
素通りさせない！

　東北中央道の開通を見込んで、沿線各自
治体が新たなる道の駅やスマートインター
チェンジの設置といった施策を打ち出してい
ます。私たちの地域でも山形県の「北のゲー
トウェイ（玄関口）」構想の検討を始めていま
す。実現に向けて官民一体でより一層スピー
ド感をもって取り組んでいかなければなりま
せん。新庄市のように縦軸、横軸が見事に交
差するところは県内にありません。
　また、東根以北が無料区間となるため交
通量の大幅な増加が試算されています。東
北中央道に隣接した道の駅は私たちの地
域にとってウィズコロナ、アフターコロナを見
据えた生き残りのために必要です。
　新庄・最上地域の皆様のご意見をお待ち
しています。

新庄神室産業高等学校↓

農林大学校（敷地内に設置予定）

東北中央自動車道
新庄IC

山形中央ICから新庄ICまで約55分
東根ICから新庄ICまで約40分

（東根IC以北は無料区間）
1００万都市の仙台と東根を６０分で結ぶ

R４８を介して、仙台圏から１００分でつながり、
新庄・最上地域を巡って大崎へと至る
新たな広域周遊観光が期待されます。
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新たな道路整備を見越した道の駅の動き
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